
Ａブロックの「愛」すべてです。

半年の熱い闘いが今日終わる。

ネタで行くのか、それとも人生を賭けての大勝負か。

お題は伝統の「愛」。

さいごに笑う者は誰？

答えは作品のあとの解説にてどうぞ！





























「愛」本選Ａブロック作品講評

１　愛の方程式   1位   13ポイント

　いきなりインテグラル♪　いきなり首位！　おめでと
う!!
　愛を時間で積分すると、なるほどね。理系読者狙い撃ち、話
題もはずんだようで何より。
　人生とは何かを真剣に問い続けた（ほんとか？）今シーズン
のAブロックのラストセッションを飾るにふさわしい、タメに
なる人生訓表紙でした。微積の時間に誕生したんだそうな（や
はり）。
　イチオシフレーズ：「∫愛ｄｔ」＝マンネリ　×７　と圧勝
で、イチオシフレーズ大賞も受賞です。おめでとう。

２　愛と勇気   10位   2ポイント

　バイバンキーン♪　でガラリ世界が変わります。
　そっか、アンパンマンの世界を曹長に（←なんだこの変換
は）、もとい荘重に語るとこんなふうになるんです、という仕
掛けがきれいに成功しました。
　チャチでお子様向けのうすっぺらな正義を笑い飛ばす気分を
呼んで爽快痛快、がんばれバイキンマン……と読んで良いので
すよね？
　イチオシフレーズ：「バイバイキーン」×３

３　今年の漢字   12位   0ポイント

　一転、きっちりマジメに。「今年は」と、あたかも年頭挨拶
のよう。
　明るい漢字の似合う年になるといいね。抑えめの筆致で静か
に語ったところが、声高なアピールよりもかえってひたひたと
沁みてきます。

４　リサイクルショップ   4位   11ポイント

　出ました赤ずきん。それっぽいなあと読んでいって、「妹」
が登場した途端、作者さんを確信しました。アタマ隠して○○
隠さず。題材変えても、この筆達者な文体はそうそう隠せませ
ん。
　処分品カートもあったりして、いろんな「物語」をいっぱい
売っている――TSUTAYAみたいなレンタルショップのイメー
ジで読みました。「愛嬌とか愛想」というラストが巧いなあ。



そんなお手軽愛@標準装備仕様もあったんだ、と虚を衝かれま
す。
　それにしても「黒」では純白衣裳の純愛、「愛」では使い古
しのオンボロ愛を皮肉る、と人様の逆を行く赤ずきんちゃん、
末永くお達者で。
　イチオシフレーズ：「大きさや歪み具合によって減額する場
合がございます。」「ロリコン」

５　恋の予告編   3位   12ポイント

　お題を全部入れてみましたという回顧編。それがなくても、
ころころコミカルなかわいらしさが楽しめます。小ワザとしあ
わせ感とのマリアージュがヒットしてベスト３入り、おめでと
う！　ハッピーエンド希望。

６　Monday   6位   7ポイント

　うわーん、実話だろー、そうでなきゃ許さない！　という気
分に誘います。
　全然技巧のない、まるで小学生作文のたどたどしさ。「あの
ねお母さん」と台所で語るようないっしょうけんめいさで一気
にラストまで。
　それがかえって純愛を引き立たせる効果になって、イヤミな
く読ませてくれます。愛、おそるべし。
　後日談：案の定、実話でした！　しかも、ごく最近のできご
となんだそうで、夏休みを前に、とてもとてもしあわせそうな
作者さんでした。めでたしめでたし。

７　愛の力は万全の巨神兵に匹敵する   6位   7ポイ
ント

　おそるべき愛は、ネタの海にまっしぐら。私は腐海にやられ
ましたが、みなさまは？
　「あ、うつった」とか「月だけに」といった合いの手のはず
みっぷりが楽しいです。
　昔話をアレンジするという手法はときどき見かけますが、こ
れでもかとどっぷりネタ漬けにしたしつこさが、名古屋の味噌
カツみたいで、こってりたらふくうさぎ肉（かわいそう）。夏
バテ防止におひとつどうぞ。
　イチオシフレーズ：「クリリンのことか」

８　NORA   11位   1ポイント

　猫？　犬？　と思ってしまいました。じつは外国風女性名前
でNORA、やっぱりおばあちゃんなんだそうな（作者さん
談）。
　みんなが心配（ほんとか？）した女子トイレの翔太くん、こ



こまでちゃんと成長しましたよ、おめでとう、ということで。

９　蚊   1位   13ポイント

　ありきたりの「地球にやさしく」論とは異なって、蚊のせつ
ない姿にあざやかにシンクロさせて、相似形としての人類の愚
行。
　「血を吸う」⇒「地を吸う」なんて、他の文脈で出てきた
ら、とってもくだらないオヤジギャグなのに、この作品の中で
はずしりと主張を支えるたくましい屋台骨となっています。
　シンプルに骨太に組み立ててあるから、最終段落の「適度」
結論にふかーくうなづけた次第。重くないのに重い内容、まこ
とにみごとな達成でした。前へ出ての実験結果報告付きのコメ

ントも秀逸。首位、おめでとう!!!

１０　依存症   5位   9ポイント

　ひたすらな、いちずな、決して実らぬさだめの片恋。世界の
中心が「貴方」になってしまったがゆえに抜け出せないアリジ
ゴク。おんなごころ、直球で届けていただきました。
　とりわけ惹かれたのはタイトルです。一人称まっしぐらの本
文を、ふわっと相対化して、どこか醒めた第三者視点で「しょ
うがないよねビョーキだもん」と括っているような。

１１　タバコ   8位   6ポイント

　最初は、せっかくのいいアイディアなのにタイトルでタネア
カシしてもったいないな、なんて思ったのですが、再読して、
ああ、幼心の不安と安堵を「赤いともし火」でくっきり印象づ
けたいために、オチの驚きは避けて、安心するに至るプロセス
を見せたかったのかな、と思い直しました。どうでしょう？
　単語だけでぽっぽっと見せてゆく手法があざやかに成功して
いるのですが、それだけに最終行だけ、ちょっとくどいかな。
「闇夜に浮かぶ」はなくてもわかるので削って、「初めて見た
／母の手に浮かぶ赤いともし火」とすっきり終わらせると、ふ
わっと心が明るくなりませんか。
　ひごろ憎まれ役しか割り当てられないタバコくんに、ともし
火としての出番を作ってあげた配慮も心にくい。

１２　父と母へ   8位   6ポイント

　とても恥ずかしくて面と向かっては言えない親へのキモチ。
　技巧の全くない文章だから、まぶしいくらいまっすぐに伝
わってきます。
　人生を問い続けた（ほんとか）Aブロックならではの原点回
帰のような読み納めでした。



少女裁判

　作者unknownゆえに本選行きを逃しましたが、「ラスト１
行にぞくぞくする」などお茶会にて絶賛の嵐。このまま埋もれ
させるには、あまりにあまりに惜しいということで、ひそやか
にここにお披露目です。
　機械に人間を裁いてもらう。うん、いいかも！　に至るま
で、そして制度が施行されてからの展開について、新聞記事風
というのでしょうか、乾いた描写でたんたんと見せていって、
さいごに「孤立した者」の悲しみを大写しにする。緻密な積み
重ねがあってこそ、ぐうっとふくらんでゆく感興。かぼそく呟
かれた「…すこし」というセリフの突きつけてくるものの巨大
さに立ちすくみつつ、大コラムランド夏の陣、大団円です。
　熱い参加をありがとう！　よい夏休みを!!


